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務業計設本基　事工設建館書図立市美香 軒の深さによる熱負荷の検討

1. 計算条件

2. 計算結果

　最適な軒の深さを熱負荷の観点から検討すべく、MicroPeak2010(建築設備技術者協会)を使用し、幅5mの外壁面を
対象に、軒の深さ0m、0.75m、1.5m、2.25mの4パターンで熱負荷計算を行った。また、拡張AMeDAS気象データ(日
本建築学会)の高知県後免の気象データを用い、月毎に、各日各時刻のデータを単純平均した「平均日」を想定し、
各月の平均的な1日における外壁面及び窓面から流出入する熱量を計算した。休館日は週1日＋年末年始とし、開館
時間は9:00～21:00を想定した。

　各月平均日の外壁面および窓面から流出入する熱量を積算し、各月の開館日数を乗じて、それらを足し合わせる
ことで、年間の冷房負荷(6～9月)および暖房負荷(12～3月)を算出した。以下に結果を示す。なお、暖房期間におい
て、流出する熱量よりも流入する熱量が大きい場合は、暖房負荷を0とした。

軒が深くなるほど冷房負荷が減少する一方で、暖房負荷が発生、増加した。年間の冷暖房負荷は、軒の深
さ1.5mの場合に最小となった。
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図2　東面の熱負荷計算結果

図3　西面の熱負荷計算結果

図1　計算モデルの概要

表1　想定した外壁構成

※開口部については複層ガラスを想定

【東面】

軒が深くなるほど冷房負荷が減少した。軒の深さ2.25mの場合は、暖房負荷が発生したが、年間の冷暖房負
荷は1.5ｍの場合と同様に低い値を示した。

【西面】

年間の冷暖房負荷は、軒の深さ1.5mの場合に最小となった。2.25mまで深くすると暖房負荷が発生し、年
間の冷暖房負荷が増加に転じた。

【南面】

軒の深さ2.25mの場合に年間の冷暖房負荷が最小となったが、軒の深さごとの熱負荷の変化が他方位に比し
て小さかった。

【北面】
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3. 総括

東 畑 ・ 依 光 建 築 設 計 企 業 体  

　以下に総括を示す。

図4　南面の熱負荷計算結果

図5　北面の熱負荷計算結果
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00ｍ 0.75ｍ 1.5ｍ 2.25ｍ
冷冷房(kWh) 1,542 1,394 1,241 1,160

暖房(kWh) 0 0 103 262

合計(kWh/年) 1,542 1,394 1,344 1,422
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0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

0ｍ 0.75ｍ 1.5ｍ 2.25ｍ

熱
負
荷

(k
W
h/
年

)

冷房(kWh) 暖房(kWh)

00ｍ 0.75ｍ 1.5ｍ 2.25ｍ
冷冷房(kWh) 1,809 1,669 1,422 1,314

暖房(kWh) 0 0 0 90

合計(kWh/年) 1,809 1,669 1,422 1,403

増減(0m基準) ― -7.7% -21.4% -22.4%

：推奨されるケース
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冷房(kWh) 暖房(kWh)

00ｍ 0.75ｍ 1.5ｍ 2.25ｍ
冷冷房(kWh) 983 824 723 723

暖房(kWh) 0 0 0 193

合計(kWh/年) 983 824 723 915

増減(0m基準) ― -16.2% -26.5% -6.9%

：推奨されるケース
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冷房(kWh) 暖房(kWh)

00ｍ 0.75ｍ 1.5ｍ 2.25ｍ
冷冷房(kWh) 720 715 712 712

暖房(kWh) 609 609 609 609

合計(kWh/年) 1,329 1,324 1,321 1,320

増減(0m基準) ― -0.4% -0.6% -0.7%

：推奨されるケース

年間の冷暖房負荷は軒の深さ1.5mの場合に最小となり、比較的深い軒庇が有効である。【東面】

冷房負荷が西日の影響で、東面に比して大きく、軒庇を深くすることによる効果は、特に西面が大きい。
年間の冷暖房負荷は、軒の深さ1.5m、2.25mの場合に小さく、深い軒庇が有効である。

【西面】

年間の冷暖房負荷は、軒の深さ1.5mの場合が最小となった。2.25mまで深くしても冷房負荷は1.5mの場合
と変わらず、暖房負荷が発生するので、1.5m程度が適切な深さと言える。

【南面】

軒の深さごとの熱負荷の変化が他方位に比して小さく、熱負荷の観点からは軒庇の必要性が低い。【北面】


